










発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

岡本菜摘
渡邊勇夫

当院で経験した Streptococcus
dysgalactiae subsp. equisimilis
菌血症に関する臨床的検討

第93回日本感染症
学会総会・学術講演
会

名古屋 2019.4.6

濱尾信叔
伊藤功朗
小西聡史
田辺直也
大井一成
月野光博
安友佳朗
門脇誠三
平井豊博

肺炎加療におけるβラクタム系抗菌薬に
よる抗菌薬関連下痢症についての検討

第59回日本呼吸器
学科学術講演会

東京 2019.4.14

岡本菜摘
奥野雄大
渡邊勇夫
林栄一
月野光博

乳房転移を合併した肺内に原発巣のない
ALK陽性非小細胞癌の症例

第93回日本呼吸器
学会近畿地方会

京都 2019.7.6

井上拓也
月野光博
岡本菜摘
奥野雄大
渡邊勇夫
林栄一

肺MAC症に合併した肺ノカルジア症の
一例

第94回日本呼吸器
学会近畿地方会

大阪国際交流
センター

2019.11.23

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

神田健志
中辻恵理
安部大輔
西島節子
石上毅

乳児期に発症した急性散在性脳脊髄炎の
1例

第82回日本小児科
学会滋賀地方会

滋賀医科大学 2019.10.5

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

林栄一
胸腺カルチノイドとの鑑別が困難で
あった胸腺paragangliomaの一例

第36回日本呼吸器
外科学会総会

大阪国際会議場 2019.5.17

林栄一
岡本菜摘
奥野雄大
渡邊勇夫
月野光博

胸膜下の空洞形成を伴う難治性肺瘻に
対してEWS充填が奏効した一例

第42回日本呼吸器
内視鏡学会学術集会

東京ドームホテル 2019.7.4

林栄一
岡本菜摘
奥野雄大
渡邊勇夫
月野光博

右中間気管支幹が左主気管支から分岐し
た気管支分岐異常を合併した肺癌の一例

第42回日本呼吸器
内視鏡学会学術集会

東京ドームホテル 2019.7.5

診療科名：呼吸器内科

診療科名：呼吸器外科

診療科名：小児科



発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

林栄一
Tuberculoma and tuberculosis
infection

第72回日本胸部外科
学会定期学術集会

京都国際会館 2019.10.31

林栄一
岡本菜摘
奥野雄大
渡邊勇夫
月野光博

咳嗽を主訴とし、二次的な陰影を指摘
された気管支原発の扁平上皮癌の2例

第60回日本肺癌学会
学術集会

大阪国際会議場 2019.12.8

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

安田誠一
岡村見
神頭聡
崎久保守人
龍見謙太郎
川部篤

多発重症外傷に対しダメージコントロー
ル手術を行い救命しえた1例

第115回滋賀外科医会 ピアザ淡海 2019.6.8

安田誠一
神頭聡
崎久保守人
龍見謙太郎
川部篤

横行結腸癌術後に発症し、特徴的な画像
所見を呈した内ヘルニアの1例

第81回日本臨床
外科学会総会

高知ぢばさん
センター

2019.11.14

崎久保守人 当院における直腸脱手術の現状
第116回滋賀県外科医
会

ピアザ淡海 2019.11.30

川部篤
成人回腸重複腸管の翻転により腸重積を
来した1例

第32回日本内視鏡
外科学会総会

横浜
2019.12.5
～7

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

光石直史
Modified anterolateral approachを
用いて治療した脛骨高原骨折の2例

第132回中部日本整形
外科災害外科学会

三重県津市
2019.4.5～
6

光石直史 小児後頭骨環椎脱臼の1例
第132回中部日本整形
外科災害外科学会

三重県津市
2019.4.5～
6

N.MITSUISHI
4　cases of the distal humerus
coronal shear fracture

AO TRAUMA　Asia
Pacific Scientific
Congress

Taipei Taiwan
2019.5.24
～25

光石直史
Temporal Fixationが有用であった脛骨
高原骨折の1例

第5回岐阜整形外科
運動器外傷懇話会

都ホテル(岐阜) 2019.6.8

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

佐野太一
城文泰
長谷行洋

当院における経尿道的前立腺核出術
(TUEB)の初期経験

第33回日本泌尿器
内視鏡学会総会

国立京都国際会館 2019.11.23

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

中久木卓也
VPシャント後　Isolated Lateral
Ventricleの治療に難渋した一成人例

第23回関西ニューロ
エンドスコープ
研究会

大阪 2019.2.16

診療科名：脳神経外科(2019.1月～2019.12月)

診療科名：泌尿器科

診療科名：呼吸器外科

診療科名：整形外科

診療科名：消化器外科



発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

池堂太一
Horizontal Stentで治療した未破裂脳底
動脈瘤の一例

第44回京滋脳血管
内治療懇話会

京都 2019.9.20

西田誠
破裂前交通動脈瘤クリッピング後に仮性
動脈瘤を認めた一例

第76回滋賀脳神経
外科症例検討会

滋賀 2019.11.16

西田誠
吸収性局所止血剤(フロシール®)相当の
安価な局所止血剤の作成方法とその効果
について

第24回関西脳神経
外科手術研究会
学術集会

大阪 2019.12.21

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

伊藤文人 何見て決める？ドレッシング材の使い方 第21回日本褥瘡学会 京都国際会館 2019.8.23

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

黒丸尊治
ホリスティックコミュニケーションの
実際

第2回日本心身医学
関連学会

大阪市中央公会堂 2019.11.16

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

佐藤貴子
山田剛也
西久保周一
外木守雄ほか

上下顎前方移動術・オトガイ舌筋前方
移動術が上気道形態および睡眠に
およぼす影響

第29回日本顎変形症
学会総会学術集会

学術総合センター
2019.6.8〜
9

佐藤貴子
山田剛也
西久保周一
外木守雄ほか

顎矯正手術の上顎移動量・移動方向が
上気道におよぼす影響について

第18回日本睡眠歯科
学会総会学術集会

朱鷺メッセ新潟コン
ベンションセンター

2019.11.23
〜24

前田康弘
P-24 5歳男児の下顎骨に発生した中心性
巨細胞肉芽腫の1例

第31回日本小児口腔
外科学会総会学術集
会

金沢文化ホール
2019.11.22
～23

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

井上拓也
辻俊比古
中野顯
椙本晃
池田智之
宮澤豪
下司徹
綿貫正人
日村好宏

腹部大動脈瘤治療後に血痰を認めた一例
第127回日本循環器
学会近畿地方会

京都府民総合交流
プラザ(京都テルサ)

2019.6.22

井上拓也
奥野隆司
岩下洋平
岩瀬耕二
福井亜希子
一杉正仁

高次脳機能障害患者の運転時視線変化の
解析

日本医学写真学会
第55回総会・第60回
定例学会

栃木県立がん
センター

2019.7.6〜
7

診療科名：緩和ケア内科

診療科名：脳神経外科(2019.1月～2019.12月)

診療科名：診療局(研修医)

診療科名：歯科口腔外科

診療科：形成外科



発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

井上拓也
月野光博
岡本菜摘
奥野雄大
渡邊勇夫
林栄一

肺MAC症に合併した 肺ノカルジア症の
1例

第94回日本呼吸器
学会近畿地方会・
第124回日本結核病
学会近畿地方会

大阪国際交流
センター

2019.11.23

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

西澤一馬
脳卒中後遺症患者における下肢装具の
使用及び施設間連携における滋賀県内
での意識調査

第34回滋賀県理学療
法学術集会

ニプロ iMEP
(アイメップ)

2019.6.30

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

一岡慶紀
急性期病院における在宅医療への
取り組み

第69回日本病院学会 札幌市 2019.8.1

一岡慶紀
急性期病院における在宅医療への
取り組み

第50回滋賀県公衆衛
生学会

大津市 2020.2.22

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

田邊正喜
血液検査に特化したRCPC：
RCPCとは？RCPCの回答者になったら

日臨技近畿支部医学
検査学会

ピアザ淡海等 2019.10.26

豊川美文
自己クリオプレシピテートの院内実施に
向けた取り組み

日臨技近畿支部医学
検査学会

ピアザ淡海等 2019.10.26

櫻井太紀
アルブミン製剤使用削減を目標とした当
院での取り組み

日臨技近畿支部医学
検査学会

ピアザ淡海等 2019.10.26

田邊正喜
西村好博
櫻井太紀
豊川美文
西村美幸
樋口武史

深夜に低血糖を起こした一症例
日臨技近畿支部医学
検査学会

ピアザ淡海等 2019.10.27

大澤稜
中山章文
樋口武史
伏脇猛司
田所真
赤羽貴行

ストロンチウムアパタイト(SrHAP)を
用いたDNA精製法とSrHAP-PCR法の基礎的
検討

第31回日本臨床
微生物学会

金沢市
2020.1.31
～2.2

発表者名 演題 学会名 会場 発表年月

青野多聞
『CEの時間外業務体制を再考する』
～待機の限界と当直の可能性～

第17回滋賀県臨床
工学会

草津総合病院9F
あおばなホール

2019.4.28

診療科名：臨床工学科

診療科名：リハビリテーション科

診療科名：在宅診療科

診療科名：診療局(研修医)

診療科名：臨床検査科





























  

  

  

  

  

  

  

  

  

  











0

50

100

150

200

250

InBody

0
10
20
30
40
50
60
70
80

0

10

20

30

40

50

60

70

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

NST









 





№ 月日 所属 氏名 出張先 セミナー名 主催名

1 5.25,26 看護部 藤井裕子 国立京都国際会館 第20回日本認知症ケア学会 日本認知症ケア学会

2
6.6～
6.8

看護部 藤井裕子 仙台国際センター 日本老年看護学会第24回学術集会 日本老年看護学会

3 5.25,26 2Ａ 馬場由香子 なら100年会館
第28回日本創傷・オストミー・
失禁管理学会学術集会

-

小菅智子
福田成代

8Ａ 北村月見
4Ｂ 宮本広子

6
5.23～
5.25

6Ａ 岩﨑裕美 仙台国際センター
第62回日本糖尿病学会年次学術
集会

日本糖尿病学会

7 6.21,22 8Ｂ 高柳福美 パシフィコ横浜 第24回日本緩和医療学会学術集会 日本緩和医療学会

8 6.22 7Ｂ 西村和代 松阪市民病院
第4回「落穂拾い作戦」はやわかり
講座

松阪市民病院

9 5.24,25 血浄 多湖ゆかり あわぎんホール
第8回日本感染管理ネットワーク
学会学術集会

日本感染管理
ネットワーク

10 5.16 外来 森亜希子
滋賀医科大学医学
部附属病院

糖尿病看護資質向上推進事業運営
懇談会

-

8Ａ 渡辺奈々
6Ｂ 田中淳子

手術
センター

渡邊美咲

手術
センター

伊谷知佳

13
7.11～
7.13

看護部・
地連

永山夕水 京王プラザホテル 第27回日本乳癌学会学術総会 株式会社コングレ

14
6.20～
6.22

がん相談 森口朋子 パシフィコ横浜
第27回日本緩和医療学会教育
セミナー
第24回日本緩和医療学会学術大会

日本緩和医療学会

15 6.8,9 がん相談 森口朋子 大阪市中央公会堂 日本看護倫理学会第12回年次大会 日本看護倫理学会

16 7.13,14 6Ａ 柴崎志保
大阪府立国際
会議場

第25回日本心臓リハビリテーション
学会学術集会

-

17 7.19,20 7Ｂ 西村和代 名古屋国際会議場
第21回日本医療マネジメント学会
学術総会

-

18
6.6～
6.8

7Ｂ 木俣美津子 仙台国際センター 日本老年看護学会第24回学術集会 日本老年看護学会

19 6.13,14 医安 佐伯公亮
国立病院機構大阪
医療センター

第2回DMAT養成研修
厚生労働省
ＤＭＡＴ事務局

20 7.6,7 7Ａ 礒﨑繭子 名古屋国際会議場 第25回日本看護診断学会学術大会 名古屋大学大学院
外来 大山浩子
7Ａ 山﨑美優
手術
センター

伊野頼子

7Ａ 礒﨑繭子
6Ａ 堤弓子
4Ｂ 邑樂京佳
5Ａ 古川安純

23 8.7,9 7Ａ 礒﨑繭子
東京　砂防会館
別館

第1回看護管理研修会
全国自治体病院
協議会

①院外研修

17-1.看護部の活動

5 6.30
2Ａ

琵琶湖コンファレ
ンスセンター

日本臨床看護
マネジメント学会

重症度、医療・看護必要度評価者
院内指導者研修

12 6.29
奈良春日野国際
フォーラム甍

日本手術看護学会
近畿地区

日本手術看護学会近畿地区大会
総会
｢未来につなぐ周術期看護｣
～知・技・心の伝承と発展～

21 8.3
大阪国際交流
センター

日本クリニカル
パス学会

クリニカルパス教育セミナー

22 6.7 滋賀県看護協会 滋賀県看護協会

4 6.15
看護部・
地連

北川智美 ベルサール田町
グローバルヘルス
コンサルティン
グ・ジャパン

地域医療構想下
「病床利用率」低下の今、集患の
バイタルサインとは？

11
6.4～
7.18

滋賀県看護協会 滋賀県看護協会
認定看護管理者教育課程
ファーストレベル

プリセプター（実地指導者）研修



№ 月日 所属 氏名 出張先 セミナー名 主催名
6.28,29 血浄 鈴村綾子
6.28～
6.30

血浄 高橋奈苗

25 6.14 血浄 高橋奈苗 滋賀県看護協会
2019年度認定看護管理者研修
教育課程ファーストレベル公開講座

滋賀県看護協会

26
7.18～
7.20

2Ａ 大塚祐子 広島国際会議場 2019年度ICU・CCU看護教育セミナー
日本集中治療
医学会

27 7.6,7 5Ａ 中村千恵子 名古屋国際会議場 第25回日本看護診断学会学術大会 日本看護診断学会

28 7.3 6Ａ 岩﨑裕美
滋賀医科大学附属
病院

糖尿病資質向上研修 -

6Ａ 堤彩衣
5Ａ 川島琢巳
6Ｂ 中村奈津美
4Ｂ 齋藤春佳
5Ｂ 山本英実
7Ａ 髙橋璃菜
4Ｂ 西堀汐乃
6Ａ 薫森みの里
8Ａ 山口晶平
5Ａ 和田のぞみ
6Ａ 北川好南
8Ａ 稲垣和樹

33 6.26 5Ａ 山本果奈
滋賀県看護研修
センター

新人看護職員交流会 滋賀県看護協会

6.27 5Ｂ 塚本真浩
6.27,28 6Ｂ 山田睦

7Ｂ 疋田栞
6Ｂ 鳴海綾乃
6Ａ 豊田円香
7Ａ 西澤由理香

36 7.13,14 8Ｂ 秋宗美紀
東京ビックサイト
会議棟

特定非営利活動法人
日本ホスピス緩和ケア協会
2019年度年次大会

日本ホスピス
緩和ケア協会

37 6.24 血浄 髙橋奈苗 滋賀県看護協会
2019年度認定看護管理者研修
教育課程ファーストレベル公開講座

滋賀県看護協会

7Ａ 坂東惠美子
看護部 松宮千代美
看護部 上村千馨子
5Ｂ 松田斉
6Ａ 赤井律子
外来 藤田晶子
7Ｂ 西村和代

40
8.2～
8.4

外来 髙橋歩

8/2､3タワーホール
船堀5階大ホール
8/4パラマウント
ベッド本社ショー
ルーム

第11回下部尿路症状の排尿ケア
講習会

日本創傷・
オストミー・
失禁管理学会
日本老年泌尿器科
学会
日本排尿機能学会

41 7.30 外来 小川多恵子 滋賀県看護協会
ラダー研修　組織的役割遂行能力
「今、求められるジェネラリストの
看護」研修会

滋賀県看護協会

42 8.23,24 2Ａ 馬場由香子 国立京都国際会館 第21回日本褥瘡学会学術集会 日本褥瘡学会

43
8.30～
9.1

2Ａ 馬場由香子 京都橘大学 関西ストーマケア講習会 -

24 パシフィコ横浜 -
第64回日本透析医学会学術集会・
総会

29 6.17
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会プリセプター（実地指導者）研修

30 6.18
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会新人看護職員交流会

31 6.19
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会新人看護職員交流会

32 6.21
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会新人看護職員交流会

34
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会新人看護職員交流会

35 6.28
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会
「初めての看護研究
～研究計画書を書いてみよう～」
 研修会

38 7.10
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会
ファシリテーションスキルを
学ぼう！

39
7.26～
10.1

滋賀県看護協会 滋賀県看護協会
2019年度認定看護管理者教育課程
セカンドレベル



№ 月日 所属 氏名 出張先 セミナー名 主催名

44 7.12 血浄 高橋奈苗 滋賀県看護協会
2019年度認定看護管理者研修
教育課程ファーストレベル公開講座

滋賀県看護協会

45
8.28～
8.31

2Ａ 上田和弘
ヒューリック
ホール

ICU・CCU看護教育セミナー
初級コース(3日間)

日本集中治療
医学会

9.18～
9.20

5Ａ
中村千恵子
児玉好重

4Ｂ 清水佑南
4Ｂ 宮尾茜直

47
8.28～
8.31

2Ａ 馬場祐乃
ヒューリック
ホール

ICU・CCU看護教育セミナー
初級コース(3日間)

日本集中治療
医学会

48
8.7～
8.9

血浄 多湖ゆかり 東京　砂防会館 2019年度看護管理研修会(第11回)
公益社団法人
全国自治体病院
協議会

49 7.26
手術
センター

飛田裕子
滋賀県看護研修
センター

教えることは学ぶこと
～共に成長する看護職を育成する～
研修会

滋賀県看護協会

看護部 古川三千代

7Ｂ 阪江舞

51
6.26～
8.1

6Ａ 柴崎志保
滋賀県立大学
滋賀県看護協会
研修センター(8/1)

看護研究サポートリーダー育成研修 -

52 7.19,20 7Ａ 坂東惠美子 名古屋国際会議場
第21回日本医療マネジメント学会
学術総会

-

53 9.27,28
手術
センター

水長真由美 東京ドームホテル 第41回日本手術医学会総会 -

54
8.1～
9.27
9.10

看護部 上村千馨子

公益社団法人
日本看護協会
神戸研修センター
岐阜大学医学部
付属病院

2019年度認定看護管理者教育課程
サードレベル
統合演習Ⅲ　施設実習

日本看護協会

55 7.6 7Ｂ 伊部恵美子 滋賀県看護協会
新たな認定看護師制度および特定
行為研修制度について

滋賀県看護協会

56 7.26 2Ａ 馬場由香子 滋賀県看護協会
教えることは学ぶこと
～共に成長する看護職を育成する～

滋賀県看護協会

2Ａ 森野紗矢香
手術
センター

伊野頼子

6Ａ 髙橋鮎子

58
8.22～
8.24

医安 西村紀子 朱鷺メッセ 第23回日本看護管理学会学術集会 日本看護管理学会

59 8.22 地連 北川智美
国立京都国際会館
1Fメインホール

一般社団法人　日本褥瘡学会
2019年度社員総会

日本褥瘡学会

60 8.23,24 地連 北川智美 国立京都国際会館 第21回日本褥瘡学会学術集会 日本褥瘡学会

61 11.20 地連 北川智美
都市センター
ホテル「コスモス
ホール」

自治体病院全国大会
2019「地域医療再生フォーラム」

全国自治体病院
協議会

62
7.3～
12.11

6Ａ 吉田成美

滋賀医科大学附属
病院
近江八幡市総合
医療センター

2019年度糖尿病資質向上研修 -

8Ｂ 坂本裕子
5Ａ 前田璃子
手術
センター

二階堂邦夫

7Ｂ 前岡明子
2Ａ 松田絵美子

46 ホクト文化ホール
公益社団法人
日本看護協会

第50回(2019年度)日本看護学会
9.19,20

50 7.30,31
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会
災害支援ナース育成研修　基礎編
災害支援ナースの第一歩
～災害看護の基礎的知識～

57 8.1
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会看護過程をもう一度学ぼう！

63 8.19 滋賀県看護協会 滋賀県看護協会
実習指導研修　実習指導のいろは
～学生と共に成長し、やりがいを感
じられる実習指導～研修会



№ 月日 所属 氏名 出張先 セミナー名 主催名

64
8.30～
9.1

6Ｂ 立石彩乃 京都橘大学 第41回関西ストーマケア講習会
関西ストーマケア
講習会実行員会

6Ａ 川瀬恵巳
4Ｂ 川越敦子

66 8.28 4Ｂ 高田晃子
滋賀県看護研修
センター

子ども虐待防止に関わる三職能の
活動
～三職能の活動・連携で子ども虐待
防止を図る～

滋賀県看護協会

67 10.1 7Ａ 礒﨑繭子
滋賀県看護研修
センター

10/1 新人看護職員研修体制に
ついて
10/10 新人看護職員研修にかかわる
看護職員のメンタルサポート
10/23 部署における新人看護職員
研修の立案と評価
10/25 実地指導者の育成・支援

滋賀県看護協会

68
10.4～
10.6

6Ａ 川瀬恵巳 広島国際会議場 第23回日本心不全学会学術集会 -

69
7.31～
3.10

外来 梶田恵子

静岡県医療健康
産業研究開発
センター内
静岡県立静岡がん
センター認定
看護師教育課程

静岡県立静岡がんセンター
認定看護師教育課程
がん化学療法看護分野

-

70 8.27 2Ａ 大塚祐子
滋賀県看護研修
センター

コミュニケーションスキルを習得
しよう！
～相手の思いを引き出し、大切な
自分の思いを伝えるために～

滋賀県看護協会

7Ｂ 阪江舞
看護部 古川三千代

72
10.1,4,
21,23,3
1

看護部 松宮千代美
滋賀県看護研修
センター

2019年度新人看護職員研修会
責任者研修

滋賀県看護協会

73
8.30～
9.1

7Ｂ 菅原さとみ 京都橘大学
第41回関西ストーマケア講習会
(京滋ブロック)

関西ストーマケア
講習会実行員会

2Ａ 阪東佑香里
7Ａ 浦野瑞己

75
9.26～
9.28

8Ａ 北村月見 東京ドームホテル 第41回日本手術医学会総会 -

76 10.3 6Ｂ 藤川真人
幕張メッセ国際
会議場

第21回日本救急看護学会学術集会 -

77 10.5 6Ｂ 藤川真人

8/2､3タワーホール
船堀5階大ホール
8/4パラマウント
ベッド本社ショー
ルーム

第21回日本救急看護学会学術集会 -

2Ａ 上林晃徳
5Ａ 小寺彩菜

79 9.12 5Ｂ 伊野智貴 滋賀県看護協会
中心的立場で活躍するための
リーダーシップ

滋賀県看護協会

80 9.17 7Ａ 苅森恵美
滋賀県看護協会
研修センター

ラダー別研修　臨床瞑想法 滋賀県看護協会

4Ｂ 宮本広子
5Ｂ 松田斉

82 9.19 看護部 橋本宏美
滋賀県看護研修
センター

「副看護部長としてのセルフ
マネジメントと対人調整能力」

滋賀県看護協会

8Ａ 岡田美穂

5Ａ 金子萌

65 8.23
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会
看護倫理～意思決定支援時における
倫理的問題を解決するために～

71 8.30
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会
災害支援ナース育成研修　災害看護
（実務編）

74 9.6
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会看護研究をやってみよう！相談会

78 9.9
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会
安全にケアするために取り組む
リスクマネジメント

81
9.12～
9.14

滋賀県看護協会 滋賀県看護協会
令和元年度看護職員認知症対応力
向上研修会

83 9.26
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会
看護理論
～日々の看護場面における倫理的
ジレンマについて考えてみよう～



№ 月日 所属 氏名 出張先 セミナー名 主催名
6Ａ 川瀬恵巳
6Ａ 上林小夜
5Ａ 中村千恵子
手術
センター

伊野頼子

7Ｂ 阪江舞

86 10.19 4Ｂ 高田晃子
滋賀県看護研修
センター

多職種間連携で力を発揮するための
リーダーシップ

滋賀県看護協会

87 10.25 8Ｂ 西村真美
滋賀県看護研修
センター

口腔機能を学ぼう
～安全に食べられる口づくり～

滋賀県看護協会

88
10.26,
27

8Ｂ 秋宗美紀

国立がん研究
センター中央病院
新研究棟セミナー
ルーム

医療スタッフのためのがん患者
の外見ケアに関する教育研修
アピアランスケア研修会2019
応用編

国立研究開発法人
国立がん研究
センター中央病院
アピアランス支援
センター

89 10.28 5Ａ 関口愛理
滋賀県看護研修
センター

「地域包括ケア時代の継続看護Ⅰ
～在宅療養を見据えた退院支援～」
研修会

滋賀県看護協会

患者家族
支援

中居由美子

7Ｂ 横瀬由理

91 11.1 7Ａ 坂東惠美子
滋賀県看護研修
センター

地域包括ケア時代の継続看護Ⅱ
～在宅療養を見据えた連携と協働～

滋賀県看護協会

92
11.2～
11.4

外来 梶田恵子

国立研究開発法人
国立がん研究
センター中央病院
アピアランス支援
センター

医療従事者向けがん患者の外見ケア
に関する教育研修
アピアランス研修会　基礎編
2019年

国立研究開発法人
国立がん研究セン
ター中央病院　ア
ピアランス支援セ
ンター

93 11.6 外来 藤田晶子 ニプロホール
令和元年度退院支援機能強化事業
全体研修会

一般社団法人
滋賀県病院協会

94 11.8 7Ａ 村田志保 滋賀県看護協会 がん患者のアピアランスケア 滋賀県看護協会
5Ａ 栗田萌
5Ｂ 川﨑結夏
6Ａ 森本翔子
7Ａ 立木佑美
7Ｂ 大谷鈴音
8Ａ 谷口莉緒
手術
センター

渡邊美咲

血浄 各務優美
地連 古川沙織
5Ｂ 川野むつみ
6Ａ 北林柚葉
在宅支援 清水寿佳
5Ａ 森本美恵
5Ｂ 鴨崎あすか
6Ｂ 池田由樹
7Ｂ 疋田栞
8Ａ 平塚歌帆
手術
センター

籠重真梨子

98 11.15
入退院
支援室

小倉立子 ウインク愛知 TOCOM第31回DPC勉強会

手術
センター

飛田裕子

看護部 橋本宏美

84 10.11
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会
慢性心不全患者の生活調整に向けた
看護

85 10.16
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会
看護実践が見える看護記録
～臨床の記載事例を通して
看護記録の質向上を目指す～

90
7.8～
10.30

滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会2019年度入退院支援看護師養成研修

95 11.12
滋賀県看護教育
センター

滋賀県看護協会3年目看護職員交流会プログラム

96 11.14
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会
病院勤務の医療従事者向け
認知症対応力向上研修会

97 11.22
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会3年目看護職員交流会

99 11.23 滋賀県看護協会 滋賀県看護協会

「病院看護管理者のマネジメント
ラダー～日本看護協会版の理解と
JNAラダーを活用した施設内教育
～」



№ 月日 所属 氏名 出張先 セミナー名 主催名

100 11.28
手術
センター

渡邊美咲 滋賀県看護協会

ラダー別研修
看護実践力「ニーズを捉える力」
Ⅰ・Ⅱ
「明日から活かせるフィジカルアセ
スメント」研修会

滋賀県看護協会

101

6.20、
7.2
7.31、
9.12
9.24、
11.28

5Ａ 中野昌美
滋賀県看護研修
センター

訪問看護研修ステップⅠ 滋賀県看護協会

看護部 上村千馨子
医安 佐伯公亮

103 12.3
感染
対策室

谷久弥
コラボしが21
3階大会議場

令和元年度院内感染防止対策研修会
一般社団法人
滋賀県病院協会

104 12.4,5
手術
センター

水長真由美 京都経済センター 普通一圧取扱作業主任者技能講習会
一般社団法人
日本ボイラ協会

105 12.6 血浄 前川真紀 エル・おおさか
看護補助者研修
業務拡大への動機づけ

有限会社
ビジネスブレーン

106 12.12
手術
センター

佐々木和輝 滋賀県看護協会
急変を見逃さないフィジカルアセス
メント

滋賀県看護協会

107 10.28 7Ｂ 米谷佑衣

レインボウ
はたしょう
訪問看護
ステーション

訪問看護ステーション同行・見学 -

108 11.26 8Ａ 渡辺奈々
訪問介護ステー
ション　ふれんず

令和元年度退院支援機能強化事業
訪問介護ステーション同行・見学

-

109 12.3 8Ａ 荻原江里
友仁訪問看護
ステーション
すずらん

退院支援機能強化事業 滋賀県病院協会

110 12.5 7Ｂ 立澤真紀
友仁訪問看護
ステーション
すずらん高宮

令和元年度退院支援機能強化事業
訪問看護ステーション同行・見学

滋賀県病院協会

5Ｂ 安居綾香
5Ｂ 鈴木彩加
6Ａ 上村文乃
6Ｂ 山出瑠望
6Ｂ 大澤朋代
7Ａ 西村明奈
7Ｂ 中橋優心

112 12.17
救急
センター

菱田継子
滋賀県看護研修
センター

看護倫理
～倫理的感性の高い職場風土を構築
するために～

滋賀県看護協会

6Ｂ 黄地麻衣子
5Ａ 前田璃子
6Ａ 木村友哉
6Ｂ 田中里美
血浄 多湖ゆかり

115 1.24 看護部 松宮千代美
滋賀県看護研修
センター

新人看護職員研修責任者
教育担当者フォローアップ研修

滋賀県看護協会

116 1.20 6Ａ 柴崎志保
滋賀県看護研修
センター

災害看護研修レベルⅡ～Ⅳ
「災害時の看護を考える」研修会

滋賀県看護協会

117 1.24 8Ａ 岡田美穂 滋賀県看護協会
意思決定プロセス支援とアドバンス
ケアプランニングの重要性

滋賀県看護協会

118 2.5 4Ｂ 宮本広子
滋賀県看護研修
センター

令和元年度滋賀県看護職員認知症
対応力向上研修会
フォローアップ研修

滋賀県看護協会

102
11.29,3
0

国立京都国際会館 -第14回医療の質・安全学会学術集会

114 1.17
滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会
看護補助者活用推進のための看護
管理者研修会

111 12.4
滋賀県看護研修
センター

3年目看護職員交流会 滋賀県看護協会

113
10.3～
1.10

滋賀県看護研修
センター

滋賀県看護協会実習指導者講習会
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血浄 多湖ゆかり
感染
対策室

谷久弥

4Ｂ 須戸瑠美
5Ｂ 津田悠介

121 2.21 7Ｂ 立澤真紀
大津合同庁舎
7-Ｂ会議室

令和元年度退院支援機能強化事業
訪問看護ステーション同行・見学
参加者の研修後情報交換会

滋賀県病院協会

122
10.24～
10.26

外来 木下千恵美 福岡国際会議場他 第57回癌治療学会学術集会 日本癌治療学会

123
11.10～
1.26

8Ａ 渡辺奈々
TKP　ガーデンシ
ティPREMIUM
名古屋新幹線口

2020年度診療報酬改定をみすえた
看護必要度ステップアップ研修

-

124 10.21 看護部 谷口孝二
日本看護協会ビル
JNAホール

全国公私病院連盟
第31回看護管理セミナー

一般社団法人
全国公私病院連盟

外来 大山浩子

外来 深尾直子

126
1.22～
1.25

手術
センター

二階堂邦夫
兵庫県災害医療
センター

令和元年度DMAT隊員養成研修
(第9回)

厚生労働省
ＤＭＡＴ事務局

128 1.15,16
感染
対策室

谷久弥

TKP　ガーデン
シティー大阪
リバーサイド
ホテル(4Ａ～4Ｄ)

令和元年院内感染対策
②地域の指導的立場の病院向け
講習会

厚生労働省

129
手術
センター

里西友

130
医療安全
推進室

佐伯公亮

令和元年　看護功労者知事表彰 今村 恵子
令和元年　滋賀県看護協会長賞 山路久美子
令和元年　滋賀県看護協会長賞 多湖ゆかり

②受賞

2.15 京都テルサ
日本医療マネジメント学会
第17回京滋支部学術集会

-

125 11.23
大阪国際会議場
グランキューブ

一般社団法人
日本消化器内視鏡
技師学会

第83回日本消化器内視鏡技師学会

119
2.13～
2.15

パシフィコ横浜
福島県立医科大学
感染制御学講座

第35回日本環境感染学会総会・
学術集会

120 2.12 滋賀県看護協会 滋賀県看護協会
実習指導者講習会フォローアップ
研修









看護研究発表　（2020.2.28）

部署 テーマ

8A
臨床看護師が抱く身体抑制、行動制限解除の葛藤
～日勤帯で解除し、夜勤に申し送る時～

6A
心不全患者のクリニカルシナリオ分類と退院時指導の効果の関連
～入院時評価表を用いた効果的な患者指導の欲求～

6B 外科術後患者にNEWSスコアを用いた急変予測の有効性
5A 人工骨頭後の高齢者患者における身体拘束に対するジレンマ

5B
実技指導を通して看護職員の意識を変える取り組み
～バスタオルを使用した体位変換の廃止に向けて～

4B
エムラクリームでの疼痛緩和処置に影響を与える促進要因と阻害要因
～看護師へのアンケート調査より～

血浄C 当院の血液浄化センターにおけるNational Early Warning Score使用の有用性

2A
ICU入室後48時間以内に経腸栄養を開始することが皮膚統合性障害を減少させる
ことに関係するか検討する

救急C
小学校低学年の子供をもつ看護職のワークライフバランス支援
～「小1の壁」を乗り越えて仕事と育児の両立を目指して～









 





 

 

 
 



 

 

 

 

 





 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 





17－4.教育活動 

 

I. 研修について 

1） クリニカルラダー教育の説明  

 令和元年度の教育計画の説明は、4月 10日の科長会議で実施したが、特に問題なかった。 

 

2） 研修内容の改善および研修環境について 

 クリニカルラダーレベルⅠ～Ⅳの研修内容に関しては、昨年とほぼ同様で問題なかった。 

研修環境に関して、研修物品には不足がないため予算請求しなかった。 

  

Ⅱ．合同教育委員会について 

1） 令和元年(2019)年度 教育評価 

① クリニカルラダーレベルⅠ 

フォローアップ研修の内容を変更しリフレクション研修を取り入れた。看護実践を振り返り、同期

と語ることで看護の大切さに気付き、自己の看護観を深める研修となった。 

今年度も 1年未満の退職者は 0人。新人 12人、既卒者 1人がレベルⅠを認定された。新人看護師

1名が認定できず保留となった。 

② クリニカルラダーレベルⅡ 

受講者が少なく、ケーススタディの発表を 1日にしたが特に問題はなかった。次年度からは、受講

生が減少しているため「災害看護」「フィジカルアセスメント」の開催は 1回のみとする。 

③ クリニカルラダーレベルⅢ 

特にトラブルなく終了した。参加人数の少ない研修が中止となった。認定審査に 5名提出があった。 

④ クリニカルラダーレベルⅣ 

「看護倫理」の研修を実施した。意見交換は貴重な場となった。 

⑤ クリニカルラダーレベルⅢ選択領域 

2 研修を開催予定であったが、「現場を変えたい！看護の質向上のための 3 ステップ」は、受講希

望者が少ないため中止となり、｢認知症の基礎知識｣研修のみ開催した。 

⑥ 役割・委員会研修 

3月に予定していた管理者研修が新型コロナウイルスの影響で中止となった。他は特に変更なく問

題なかった。 

⑦プリセプター 

プリセプターの評価を、評価表を用いて年 2回行ってきたが、プリセプター自身の評価のみとなって

おり、他者の評価を記入する欄がなかった。負担は増えるが、他者評価をすることでプリセプターの

励みにもなるのではないかと思われる。 

  

2） 次年度に向けての教育計画の見直し 

① クリニカルラダーレベルⅠ 

新人看護師の「独り立ち基準」を新人研修ファイルの到達目標に追加することにした。どの部署で

も一定の評価で独り立ちができるように、独り立ちの到達の目安を設けた。 

② クリニカルラダーレベルⅡ 

特に変更しなかった。 

③ クリニカルラダーレベルⅢ 

・受講生が 259名と多く、申請をすればレベルⅣへアップできる者が 16名いたが、今年度申請した

のは 5名のみであった。研修を何も受けない者が 73名いた。管理職でレベルⅢの者が 27名いる。

このような現状からレベルⅢだけでなく、クリニカルラダーの見直しが必要と思われた。 

日本看護協会から平成 28年に新たに開発された看護師のクリニカルラダーは、5段階に分かれてお

り、看護実践能力に力を入れている。今年度後半よりクリニカルラダーの見直しに向けて計画中で

ある。 

 



・申請の要件が、看護実践レポート 3事例とあったが実際のレベルⅢの研修内容とそぐわず、申請を

滞らせる要因ではないかと考えた。申請内容を見直し、実践レポートは 1 事例とし、「委員会活動

や教育活動においてどのようにマネジメントを行い、組織貢献できたか」についてのレポート 1例

を追加した。 

・認定審査の対象者をレベルⅢの研修をすべて終了した希望者に加えて、看護協会が主催する認定看

護管理者教育課程のファーストレベルを終了した希望者も申請できるとした。 

・育児休業明けに申請をする場合は、復帰後 6か月を経過していることを条件に加えた。 

④ クリニカルラダーを変更していくにあたり、「当院が求める看護師像」と「看護師にとって必要な能

力」について協議し、掲げることにした。 

⑤ クリニカルラダー研修の選択方法・修了要件について、内容を一部変更した。主な変更内容は、下

記のとおりである。 

・研修をすべて時間内とした 

 ・研修の参加人数が 5名以下の場合は中止する 

 ・ファーストレベルや大学院等で専門的な研修を終了している者は研修免除の申請ができる 

 

3） 会議回数の削減、時間短縮、参加メンバーについて 

会議回数については、1回の開催を削減し 8回としたが問題なかった（図 1）。前期は、研修の報告

が主な議題であり、有意義な会議とは言えなかった。次年度は検討議題がなければ前半の会議を縮小

していきたい。後半は次年度の研修の打ち合わせ調整があるが、合同教育委員会の会議の持ち方につ

いて検討する必要があると感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4） 『教育委員会便り』発行 

 『教育委員会便り』を 1回発行した。内容は、レベルⅠ～レベルⅣ、管理者研修を掲載した。 

 

5） HPについて  

昨年と同様、研修内容の様子については、『教育委員会便り』を掲載した。 

 

6） 保健所立ち入り調査 （11月 27日） 

各研修ファイルと会議録を整理し、特に問題はなかった。 

 

 

 



 

Ⅲ．クリニカルラダー認定審査会について 

1） レベル毎のデータ整理  

昨年と同様に、データーベースの作成を実施した。入力に時間を要するが、特に問題はなかった。 

 

2） 中途採用者ラダーレベル認定  

     今年度の中途採用者はなかった（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3） クリニカルラダーの見直し 

 日本看護協会の開発しているクリニカルラダーを活用し、4段階から 5段階のクリニカルラダー制

度に次年度 1年間で変更をしていく計画を立てた。今年度中は、各レベルの行動目標の見直しを行い、

次年度から具体的な計画の見直しをしていく。(レベルⅢの教育計画の見直しの項目参照) 

 

4） 会議の回数、削減 

今年度は、10回の開催を行った。次年度に向けてクリニカルラダーの見直しのための会議を行っ 

たため開催回数は昨年度より増加した。次年度も毎月会議を行い、クリニカルラダーの見直しを進め 

ていきたい（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅳ．滋賀県看護協会 生涯学習研修 

1） 受講状況 

令和元年度の延べ研修参加者は、117名（44研修）であり、参加者は、昨年程度より上昇した。 

（図 4）当院で滋賀県看護協会に入会している看護師数は 232名いる。そのうち、42％の 97名が研

修に参加できた。一人 2回研修へ参加する者もいた。部署別にみると、病棟からの参加者は多いが、

外来、血浄など特殊な部署の参加が少ない傾向にある。看護協会に入会している人数が少ない部署

とほぼ比例している。(図 5) 

研修の申し込み時に提出する受講動機の記入内容を、現状の分析、自己の課題などを織り込んで

文章にして提出するように少しハードルを上げたが、参加者が平成 29年度並に回復したことは良か

った。しかし、看護協会を脱会する者もおり、会員数は減少傾向であるが(平成 30年は 245名)、新

たに入会した者が新人看護師以外で 13名いた。新入会への地道な声掛けは必要であると感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅴ．今後の課題 

1） 研修について 

レベルⅠ 

ローテーション研修を 7月～8月に実施していたが、新人の成長が未熟な時期であり、貴重な日勤

であるため、次年度より 10月頃に変更することにした。新人が苦手とする多重業務についての研修

も追加したため、次年度はその評価を行っていきたい。 

レベルⅡ 

受講生の減少に伴い研修回数を少なくしていく。病棟の負担、研修の内容等問題がないか検討をし

ていきたい。 

レベルⅢ 

すべての研修を時間内研修としたため評価を行う。また、受講票の運用方法も変更する予定をして

いるので合わせて評価をしていく。 

選択領域について 

選択領域の参加をレベルⅢとしていたが、受講生が少ないこと、各リンクナースにも参加してほし

い意向があり、選択領域をレベルⅡ～Ⅲとし、リンクナースも参加ができるようにしたので評価し

たい。 

 

2） 合同教育委員会について 

会議では、研修の出欠や遅刻者のみの報告に終わっている。研修内容に関しての評価を検討できる

ような場としたい。開催回数も必要最低限にしていきたい。 

 

3） クリニカルラダー認定審査会 

次年度は看護協会が開発している、クリニカルラダーに変更するための準備期間としていきたい。

令和 3年度より新クリニカルラダーでの運用ができるよう会議を進めていきたい。 

 

4） 滋賀県看護協会 生涯学習研修 

看護協会の会員数増を目指したい。多くの会員が研修に参加できるように促していきたい。 















日付 研修会名 内容(テーマ) 対象者 講義者 

6.4 

2019年度第 1回院内感染対策 

セミナー 「知ってほしい感染症 

～再確認！麻しん・風しん～」 

15：00～ 

手指衛生を中心とした院内

感染対策  
全職員 堤 

6.4 

6.10 

6.11 

2019年度第 1回院内感染対策 

セミナー 「知ってほしい感染症 

～再確認！麻しん・風しん～」

17:30～1回と 15:00～2回の 

計 3回 

動画上映「子育て応援団 

すこやか2018知ってアクシ

ョン！感染症の予防」 

全職員 司会:谷 

6.10 

2019年度第 1回院内感染対策 

セミナー 「知ってほしい感染症 

～再確認！麻しん・風しん～」

17:30～ 

「抗菌薬を正しく使おう」

～未来の子どもたちへ 

我々ができるささやかな 

こと～ 

全職員 神田 

6.11 

2019年度第 1回院内感染対策 

セミナー 「知ってほしい感染症 

～再確認！麻しん・風しん～」

17:30～ 

「AMR対策について」 全職員 米谷 

6.12 院内感染対策リンクナース会 

針刺し、切創、 

血液体液曝露予防／ 

カテーテル関連感染予防策 

リンクナース 14名 堤 

6.28 令和元年度JICA保健衛生管理研修 感染対策 
JICA研修参加者および 

同行者 
谷 

7.2 
令和元年度クリニカルラダーⅡ

「感染管理」 

感染経路別予防策 

（飛沫・空気・接触） 

講義と演習 

クリニカルラダー 

レベルⅡ 15名 

多湖 

谷 

堤 

7.4 

令和元年度 前期彦根市中学生 

チャレンジウィーク職場体験学習

プログラム 

感染対策室の紹介、演習 彦根市内の中学生 6名 谷 

7.10 院内感染対策リンクナース会 

医療従事者のワクチン接種

（B肝・麻疹・風疹・水痘・

ムンプス） 

リンクナース 14名、 

県立大学看護学生 4名 
堤 

10.1 
2019年度 「感染対策のいろは」 

看護補助者・MH・クラーク研修 
院内感染対策の基礎の復習 

看護補助者 5名 

MH 2名 

クラーク 2名 

多湖 

谷 

9.11 院内感染対策リンクナース会 インフルエンザについて リンクナース 谷 

10.17 
彦根市立病院リスタートナース 

研修 

感染管理 

（手洗い・PPE・消毒） 

リスタートナース 

研修受講者 2名 
谷 

11.13 院内感染対策リンクナース会 ノロウイルス対策について リンクナース 谷 

11.15 
令和元年度 後期チャレンジウィ

ーク職場体験学習プログラム 
感染対策実践 

彦根市立西中学校と南中学

校の中学生 計5名 
谷 

11.29 

2019年度第 2回院内感染対策 

セミナー「見直そう！きれいな手

と療養環境」 15:00～ 

やっぱり基本が大事！手洗

い＆クイズにチャレンジ！ 
全職員 

谷 

リンク

ナース 

12.2 

2019年度第 2回院内感染対策 

セミナー「見直そう！きれいな手

と療養環境」 17:30～ 

特別講演「安全で衛生的な

環境を保つために」 

山陽小野田市立山口東京 

理科大学 尾家 重治 先生 

全職員 司会:谷 



( )



 











● 救急看護認定看護師活動報告 藤川真人 

 

Ⅰ．学術活動 

院内研究発表 

 演題 発表年月 

共同演者 
外科手術後急性期における NEWSの断続的評価の有効性 

-スタッフの急変早期対応の行動変化につながるか- 
2.28 

 

その他の学術活動 

活動内容 活動場所 活動年月日 

一般社団法人 日本救急看護学会 主催 

第 209回 JNTECプロバイダーコース 

インストラクター 

大阪赤十字 

看護専門学校 
4.13、14 

一般社団法人 日本救急看護学会 主催 

第 213回 JNTECプロバイダーコース 

インストラクター 

吉田学園医療歯科 

専門学校 
6.22、23 

一般社団法人 日本救急看護学会 主催 

第 225回 JNTECプロバイダーコース 

コースコーディネーター 

滋賀ニプロ iMEP 2.15、16 

一般社団法人 日本救急看護学会 主催 

JNTECインストラクターブラッシュアップセミナー 

インストラクター 

幕張メッセ 10.3 

公益社団法人 滋賀県看護協会 

2019年度生涯教育 

｢明日からもれなくチェックしよう！ 

すぐに生かせるフィジカルアセスメント～｣ 

公益社団法人 

滋賀県看護協会 
11.28、29 

第 20回日本救急看護学会学術集会参加 幕張メッセ 10.4、5 

城西学区 PTA対象救急蘇生法 講師 城西小学校 7.6 

令和元年度全国救護活動研究会 

総会・コアメンバー会議 

国立オリンピック記念

青少年総合センター 

 東京都 

9.12 

全国救護活動研究会 

第 53回 CSRMベーシックコース 

スタッフ・小隊付サポート参加 

兵庫県広域防災 

センター 
9.7、8 

全国救護活動研究会 

第 59回 CSRMスタッフコース 

スタッフ(ロジスティック)参加 

兵庫県広域防災 

センター 
2.25 

International Trauma Life Support 

Access course 

Ibaraki Access Course 

ひたちなか・東海広域

事務組合消防本部 

東海消防署 

10.26、27 



 

Ⅱ．院内諸活動 

1.院内講義・研修担当 

院内研修 

内容：令和元年度 クリニカルラダーレベルⅠ フィジカルアセスメント 

日付 内容 

5.13 フィジカルアセスメントⅠ(呼吸) ファシリテーター 

6月 フィジカルアセスメントⅡ(循環) ファシリテーター 

10.4 フィジカルアセスメントⅢ(中枢神経系)講義担当 

12.7 フィジカルアセスメントⅣ 

 

内容：令和元年度 クリニカルラダーレベルⅡ フィジカルアセスメント 

日付 内容 

9.14、15 フィジカルアセスメント(呼吸・循環)ファシリテーター・講義担当 

11.14、15 フィジカルアセスメント(統合) 講義・シミュレーション進行 

 

その他 

・救急看護認定看護師 認定更新 

・日本救急看護学会 外傷看護委員会 JNTECコース ブースリーダー/ブースサブリーダー 

・全国救護活動研究会 コアメンバー CSRM委員会 委員 

 

所管 

 今年度も救急看護認定看護師として、一般病棟で活動を行った。以前から取り組んでいる RRS

での活動を、病棟で活かすために、今年度は院内研究及びリスクマネージャーを通して NEWSの活

用を病棟で行った。所属病棟における NWESの定着と活用に寄与できたと考える。 

 一方 RSTに関しては、RST として実際活動できる認定看護師が私一人となったため、活動を収縮

せざるを得ない状況であった。 

そのような中でも、一般病棟において人工呼吸器関連の大きなインシデントを起こさず取り組

めたと考えられる。ただし、ラウンド回数の減少や質の低下は現実として否めない。しかし今年

度は、次年度に向けて、後輩育成を実施しながらラウンドでき、このことは継続性のあるチーム

医療の実践に繋げるかかわりができたと考えられる。 

またサブスペシャリティーとして取り組んでいるプレホスピタル(ITLS Access Course)、CSRM

を中心とした災害医療に関しては病棟業務、科長補佐業務を優先したため活動が不十分なままと

なってしまっている。今後、救急看護認定看護師としていかに活動するか、病院として救急看護

認定看護師に何を求めているか、明らかにしていく必要があると考えられる。JNTEC(Japan 

Nursing for Trauma Evaluation and Care)に関しては、コアインストラクターとしての活動の他

にブースリーダー/サブリーダーとして再任されたため、コースにおける質の管理への活動を継続

することができた。 
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23.彦根市立病院新改革プランの推進について 

 

「彦根市立病院新改革プラン」（以下「新改革プラン」という。）は、湖東医療圏で必要とさ

れる医療の提供体制を確保するため、平成 28 年度～令和 2 年度を計画期間として策定された。

その中で当院は、不採算医療および高度・先進医療を提供する役割を担うため、経営の安定化を

望まれている。 

この役割を果たしていくためには、持続可能な経営が重要となる。新改革プランの初年度であ

る平成 28 年度の経常損失は▲943 百万円、平成 29 年度では▲413 百万円と続き、平成 30 年度こ

そ▲53 百万円まで損失を縮小したものの、いずれの年度も新改革プランの収支計画から乖離して

いる。そのため、経営の建て直しは喫緊の課題である。 

令和元年度は、新改革プランの目標達成のため、経営の効率化を重点的に取り組んだ。 

 

1 各部門目標設定 

令和元年度は、全体目標を（表 1）のとおり設定し、各部署でこの目標を達成できるよう単

価および患者数増加の方針を立てた。併せて、新たな診療報酬の算定を積極的に進めることと

し、60 項目の診療報酬項目をリストアップし、関係診療科および部門の目標に反映するように

した。 

目標設定後、各診療科および部門に対して院長ヒアリングを実施した（表 2）。第 1 回目の

ヒアリングで、各診療科および部門が設定した年間目標についてディスカッションし、その内

容を踏まえて目標を確定した。また、平成 31 年度に経営改善以外に取り組む内容を業務改善

として目標に加えた。第 2 回目のヒアリングでは、目標の中間報告と、期中の状況を踏まえた

目標の修正を行い、第 3 回目のヒアリングで年間実績の評価および次年度の目標設定を行った。 

 

（表 1）令和元年度の病院全体目標 

入院単価 62,000円 

1日平均入院患者数 342人 
 

外来単価 15,000円 

1日平均外来患者数 940人 

 

（表 2）院長ヒアリング日程 

第 1回目 
2019 4/23，25，5/9，13，15，23，

28，30，6/6，13 
年間目標の設定 

第 2回目 
2019 11/5， 8， 11， 19， 26， 28，

12/2，12 
中間報告および目標の修正 

第 3回目 
2020 2/18，20，28，3/6，10，12，

24，31 

年間実績の評価および次年度の

目標設定 

 

 



2 クリティカルパス部会 

令和元年度は、診療プロセスの評価のため、疾患ごとに設定されている診療の標準計画 

（クリティカルパス）の見直しを行った。 

対象となる診療科を見直しの効果が大きい（表 3）の診療科として部会を開催した。 

 

（表 3）診療科パスアセスメント対象診療科および実施日 

診療科名 実施日 

循環器内科 5.23 

呼吸器内科・呼吸器外科 6.20 

泌尿器科 7.18 

外科・消化器外科 9.12 

脳神経外科 12.9 

 

クリティカルパス部会には、医師、看護師、医療技術職員および事務職員も参加し、クリテ

ィカルパスの適正運用、在院日数の最適化、包括される医療資源の最適化、加算等算定プロセ

スの見直し、DPCコーディングの最適化等についてディスカッションを行った。 

 

 

3 経営推進会議 

平成 30 年度に続き、当院の健全な経営推進とともに、職員の経営意識の高揚を図ることを

目的として年 3回、経営推進会議を開催した。 

経営推進会議では、診療部長および各所属長向けに新改革プランの進捗報告、予算・決算に

関する報告等を行った（表 4）。 

 

（表 4）経営推進会議開催日程および議題 

 開催日 議 題 等 

第 1回 6.17 

・平成 30年度の経営状況について 

・新改革プランの進捗状況について 

・地域連携の状況について 

・診療科パスアセスメントの結果について 

・令和元年度予算について 

第 2回 10.21 

・新改革プランの進捗状況について 

・情報システムの更新について 

・地域連携の状況について 

・診療報酬重点 7項目の状況について 

第 3回 2.17 
・新改革プランの進捗状況について 

・地域連携の状況について 

 

 



4 新改革プラン評価委員会 

前年度に引き続き、令和元年度も新改革プランの進捗評価のため、院内外の委員からなる新

改革プラン評価委員会を開催した。 

第 1 回目の委員会（令和元年（2019 年）7 月 18 日開催）では、経営戦略室から平成 31 年度

の新改革プランの取組結果、病院事業会計決算報告および平成 31 年度の新改革プランの取組

について説明を行った。 

外部委員からは、入院単価向上のための具体的な取組、医師確保の状況、長時間労働につい

ての質問の他、他会計負担金（市からの補助金）についても質問があった。また、平成 28 年

度、平成 29年度と比べて、赤字幅が縮小していることを評価する意見もいただいた。 

第 2 回目の委員会（令和 2 年（2020 年）2 月 5 日開催）では、経営戦略室から令和元年度決

算見込、令和 2年度病院事業会計予算等について説明を行った。 

外部委員からは、健診センターの状況、働き方改革、メディカルスタッフの確保等について

質問があった。また、地域包括ケア病棟の稼働状況は好調であると評価されたものの、令和 2

年度の診療報酬改定により、患者層の見直しが必要となることなどを指摘された。 

 



 




